
１ 令和６年度の事業進捗について（全体概要）

(1) 油津歴史文化遺産活用事業推進会議
① 事業の進捗状況の共有、提言をもらう場として、令和６年５月15日設立

(2) まちづくりコーディネーター業務
① 公募型プロポーザルにより選定（６月:1次審査、８月:2次審査）
② コーディネーター 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所（東京都）

大野 博堂（おおの はくどう） 氏
③ 履行期間 令和６年８月１６日～令和１１年３月３１日

(3) 日南市油津別館改修設計業務（歴史資料館の整備）
① 公募型プロポーザルにより選定（６月:1次審査、８月:2次審査）
② 設計業者 株式会社オンデザインパートナーズ（横浜市）
③ 履行期間 令和６年８月２０日～令和７年３月３１日

④ 活動実績 打合せ９回、地域ニーズ調査（ワークショップ、ヒアリング）

(4) 花峯橋整備事業
① 入札により解体業者決定（R7.1.31入札／R7.2.10契約）
② 解体業者 株式会社 中幸組
③ 工事期間 令和７年２月12日～令和７年７月１日

(5) 水辺利活用事業
① 水質検査の実施
② 部会や事業の構成について、コーディネーターと検討

(6) 河野宗泰家整備事業
① 耐震・劣化調査の実施

(7) 既存施設利活用事業
① 部会や事業の構成について、コーディネーターと検討

(8) 市民活動支援事業
① 補助金交付要綱の制定

（令和７年中旬見込）（繰越予定）

④　まちづくりコーディネーターの活動実績

①R6.09.20(金) 打合せ①：今後の進め方、基礎データ収集に

②R6.10.04(金) 打合せ②：コーディネータと市の役割、部会の設置について

③R6.10.08(金) 打合せ③：設計業者との連携について（設計業者との共同打合せ）

④R6.10.18(金) 【子育て世帯向けアンケート実施】

⑤R6.10.22(月) 打合せ④：観光アンケート分析結果報告

⑥R6.11.01(月) 打合せ⑤：中学生アンケートの実施について（オンライン）

⑦R6.11.19(火) 打合せ⑥：子育て世帯向けアンケート分析結果報告

⑧R6.11.20(水) 【中学生向けアンケート実施】

⑨R6.11.22(金) 打合せ⑦：R7年度予算編成について（オンライン）

⑩R6.12.24(火) 打合せ⑧：今後の事業展開について

⑪R7.01.10(金) 打合せ⑨：まちあるきイベントについて

⑫R7.01.19(日) 油津地域協議会主催　へぇ～ほぉ～まちあるきイベント参加

　➢地域の方々との意見交換

　➢油津地域協議会　細田会長と意見交換

⑬R7.01.29(水) 打合せ⑩：中学生アンケート分析結果報告

　➢油津推進会議　益田委員長と意見交換

⑭R7.02.14(金) 打合せ⑪：2/19推進会議について

資料１



子育て世帯向けアンケート結果の概要

(1) 調査の目的
油津地区が果たしている役割、不足する機能、期待されている機能について分析するため

(2) 調査対象 お子様をお持ちの保護者（市内保育園、幼稚園経由で配布）

(3) 実施期間 令和６年10月16日 ～ 令和６年10月30日

(4) 調査項目
① 属性質問（居住地区、性別、お子様の年齢）

② 油津地区に関する質問（訪問頻度・目的、交通手段、地域の魅力、期待する機能・サービスなど）

③ 油津地区に対する自由意見

(5) 取得サンプル数 ４７５人（配布：約１，２００世帯） ※回答率：39.58％

２ 結果の概要

１ 調査の概要

吾田地区
５０％ 30代

61％

(1) 居住地区
「吾田地区」が50％と最も多く、次い

で、南郷、飫肥となっている。
調査地区である「油津地区」以外の方

からの回答がほとんどを占めている。

(2) 年齢
回答者の年齢は「30代」が61％と全体

の半数以上を占めている。

(3) 油津地区への来訪頻度
９地区のうち、４地区が高頻度の来訪が多い一方、４地区では高頻度層と低頻度層の割合が均衡しており、

地区ごとにバラツキがみられる。
エリアごとに不足している要素に着目することが重要。
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(4) 油津地区への訪問日
７地区の人が、土・日・祭日での訪問が多く、２地区の人が曜日を問わず利用する割合が高い。

(5) 油津地区への来訪目的
「日用品の買い物」を目的に来訪する方

が多く、次いで「子どもの遊び場」「食
事」「イベント参加」の順になっている。
「贈答品の買い物」や「散策」などは30人
以下の回答に留まっており、これらの機能
として認知されていない、あるいは、別の
地域でニーズを満たしている可能性が高い。

※複数回答あり n=473

(6) 油津地区来訪への困りごと
訪問目的で「日用品の買い物」「子ども

の遊び場」の割合が多かったにも関わらず、
困りごととして「欲しいものを売っている
お店がない」「子どもを遊ばせる場所がな
い」「自身が楽しめる場所がない」という
回答が多くみられた。
この結果から、来訪者に対する期待に

合っていない可能性が高い。またアクセス
に関する不満も多くみられた。

※複数回答あり n=432

(7) 油津地区に整備してほしい施設・機能
今後整備してほしい施設、期待する機能

として、「買い物が出来る場所」「子ども
の遊び場」が多く挙げられている。
訪問目的と困りごとと同様に回答が多く

なっていることから、買い物のできる場所、
子どもの遊び場の充実を始めとする他地区
との差別化が必要と考えられる。

312

欲しい物を売っているお店がない
２８６

買い物が出来る場所の充実
３５５

子どもを遊ばせる場所がない

２１９

子どもの遊び場

３４５



中学生向けアンケート結果の概要

(1) 調査の目的
油津地区が果たしている役割、不足する機能、期待されている機能について分析するため

(2) 調査対象 市立中学校に通う生徒（中学１年生～３年生）

(3) 実施期間 令和６年11月20日 ～ 令和６年12月５日

(4) 調査項目
① 属性質問（居住地区、性別、学年）

② 油津地区に関する質問（訪問頻度・目的、交通手段、地域の魅力、期待する機能・サービスなど）

③ 油津地区に対する自由意見

(5) 取得サンプル数 １，０２２人（対象：約１，０８０人） ※回答率：94.62％

２ 結果の概要

１ 調査の概要

(1) 学年・性別・居住地区
回答者のうち、９４％が油津校区以外

(2) 油津地区への来訪頻度
油津地区居住の中学生は他の地区と比べると高頻度で来訪している一方、９地区のうち７地区が来訪頻度

が低い結果がみられた。これには、距離やアクセス手段が影響している可能性が高いが、来訪に関する困り
ごとや期待されている機能を捕捉する必要がある。

中学１年生
３６％

男性
５２％

吾田校区
３４％

学年構成 性別構成

居住地区

女性
４５％

中学２年生
３５％

中学３年生
２９％

南郷校区
１８％
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(3) 油津地区への訪問日
（子育て世帯向けアンケートとの比較）

休校日かつ、遠距離の移動がし
やすい土日・祝日が74％と大半を
占めている一方、曜日に関わらず
来訪される人も一定数確認できる。
保護者よりも日常利用の場とし

て認知していない傾向がわかる。

(4) 油津地区への交通手段
（子育て世帯向けアンケートとの比較）

中学生の油津往訪の手段は「家
族の運転する車」が最多であるが、
交通手段として保護者の同伴が不
要な手段（「電車」「自転車」
「徒歩」「バス」）が53％に上る。
この結果から、家族同伴以外に

も、友人や一人で来訪しているで
あろう学生が一定数確認できる。

(5) 油津地区の魅力

主に遊びが中心となっている中
学生において「ショッピングモー
ル」、「商店街」が多く、次いで
上位である「油津港」や「堀川運
河」等について、これらが遊びの
場として認知されているか、どの
ように利用しているのか等子ども
にとっての機能をワークショップ
等で追加で確認する必要がある。

(6) 油津地区来訪への困りごと

「遊ぶ場所がない」「買い物
するお店がない」が上位に来て
おり、各ワークショップ等で具
体的な機能を確認する必要。
他方、移動に時間がかかると

の回答も多く見られた。これは、
来訪の動機はあるが、移動時間
が障壁となっている可能性があ
る。

具体的に
確認が必要

(7) 油津地区に整備してほしい
施設・機能

ニーズとして、遊び場や欲し
いものが買えるお店の整備であ
ると確認できる。
魅力にも上位で上がっている

ことから、ニーズを備え、他地
区と差別化された施設やサービ
スとして整備し、その機能を広
く認知してもらう必要性がある
のではないか。



歴史資料館整備について 資料４

１

○ 設計受託事業者 株式会社オンデザインパートナーズ（横浜市）
○ 契約日 令和６年８月１９日
（工期 令和６年８月２０日～令和７年３月３１日（繰越予定））

【設計打ち合わせに係るポイント】

１ 地震（8月8日）による影響

(1) プロポーザル終了後の地震により生じた、油津別館外壁の欠

損やクラック等の状況について、施設の再調査を実施

(2) 当初想定していた契約仕様に、外壁の全取替等の内容を追加

(3) 契約仕様変更等に伴い、工期延伸を見込む

２ 設計にあたっての受託条件（特記事項）を整理

本設計にあたっては、寄附者の意向である「油津地区の歴史や文化の継承」が核となるものとして、

以下に示す事項を取り入れることを必須とした。

・市内の児童、生徒をはじめとする市民に対しても油津の歴史文化遺産を伝承できるもの

・ＵＭＫ報道部川床氏の管理する今昔写真等の展示

・昔の道具（飫肥林業、漁業）、チョロ船、弁甲筏等の模型等による再現及び展示

・油津繁栄にあたって、堀川運河が担ってきた役割（構成）や飫肥杉材で潤ってきた歴史の紹介

～取組の実績等～

油津別館設計業務

○R6.08.08(木)プロポーザル二次審査/R6.08.19(月)設計業務委託契約締結

①R6.09.05(木) 打合せ①：事務手続き、工程、審査会意見（資料館）について

②R6.09.24(火)～25(水) 【市民ワークショップ（事業者独自の取組）】

③R6.09.25(水)～27(木) 【有識者等ヒアリング】

※R6.09.20(金)～10.02(水)　油津別館外壁緊急修繕（外壁欠損及びクラック箇所補修）

④R6.09.27(金) 打合せ②：展示物について

⑤R6.10.08(金) 共同打合せ①：コーディネータの連携について

⑥R6.10.18(金) 打合せ③：市民等の意見集約について

⑦R6.10.29(火) 打合せ④：展示物、執務室レイアウトについて

⑧R6.11.27(水) 打合せ⑤：R7年度予算編成に向けた概算事業費について①

⑨R6.12.12(木) 打合せ⑥：R7年度予算編成に向けた概算事業費について②

⑩R7.01.17(金) 打合せ⑦：展示設計について

⑪R7.02.05(水) 打合せ⑧：基本設計について
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令和７年２月１９日 

総合政策部未来創生課 

 

令和７年度油津地区における市民団体活動支援事業（案） 

 

１ 補助制度の概要 

油津まちづくり事業を官民一体となって進め、まちの賑わい創出による地域活力の向上を図るため、

市民団体等が行う、まちの賑わい創出に寄与するイベント等に対し補助金を交付 

 

(1) 補助対象者（要綱第２条） 

① 市民団体（以下の要件を満たすもの） 

ア ５人以上の構成員を有し、構成員の５割以上が市民であること。 

イ 市内に事務所又は活動拠点を置き、市内で活動していること。 

ウ 団体運営に関する規約、会則等を定めていること。 

② その他市長が認めた者 

 

(2) 補助対象事業と補助上限（要綱第３条、第４条） 

まちづくり計画の目標達成に資するイベント等で、かつ、まちの賑わい創出による地域活力の向

上に資すると認められる事業であって、令和８年２月 20日までに完了するもの。 

＜具体的例＞ 

補助対象事業 補助上限 

誘客によるまちの賑わい創出、地域コミュニティ機能の強化、地域住民

と観光客等の交流の促進等を目的としたイベント 

（水質美化啓発活動、イベントの開催、新たな価値を生み出す活動（文化施設内での

アート展示等）など） 

２０万円以内／件 

地域全体でまちづくりの機運醸成を図るために開催する、市民活動等の

事例発表を目的とした市民フォーラム 

（実行委員会を立ち上げて実施するまちづくりフォーラムなど） 

２００万円以内／件 

※ 補助上限かつ予算の範囲内で、補助対象経費の１０／１０を補助。 

※ 補助金の交付は、制限はないが、応募多数の場合は、未実施者を優先することもある。 

 

 (3) 補助対象経費（第４条別表） 

報償費、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、保険料、広告料、デザイン料、委託料、使

用料及び賃借料、手数料 

 

(4) 審査方法 

申請書類を未来創生課で確認し、決定 

 

２ スケジュール 

令和７年４月～１２月 募集期間（予算に達し次第終了） 

随時     交付対象者決定及び通知 

令和８年５月     油津歴史文化遺産活用事業推進会議へ報告 
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事業名 事業項目 R６ R７ R8 R9 R10

1
ガイダンス
センター
整備事業

ガイダンスセンター
整備

実施設計

改修工事

資料・備品等展示 資料・備品等の購入、整備

観光PR
観光PR戦略の検討

HPの開設・パンフレット作成等

運営者選定 運営者の選定、契約

2
水辺利活用

事業

花峯橋の整備

解体工事、地盤・部材調査等

実施設計

復原工事

保存活用計画策定

有識者会議の設置

体験創出等
体験メニュー検討、創設

事前調査（水質検査）

専門家派遣 コーディネーター委託

周遊促進等
周遊促進検討

工事（案内サイン等）

3
河野宗泰家
整備事業

主屋の整備

施設耐震・劣化調査、利活用検討

設計業務

改修工事

保存活用計画策定

庭園の整備
設計業務

改修工事

赤レンガ館の活用 利活用の検討

4
空き家
活用事業

運営体制の構築

運営体制検討会の設置

運営体制の構築委託

市補助金の検討・交付

5
市民協働
による

まちづくり

市民活動支援事業
補助金交付要綱の作成

補助金交付

まちづくり
検討会の実施

推進会議での検討

市民フォーラムの開催

（改修の場合）

今後のスケジュールについて

R6年度3月補正で繰越上程

設計後入札準備

R6年度12月補正で繰越設定

解体後入札準備
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